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表紙 裏表紙―岐阜の町を走行する路面電車

(関連記事 :p14)photo:小 池晃
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「コンパクトシティ」に関心が高まつている。わが国においても、都市マスタープランに取り入れる自治体も

出てきた。いわゆる持続可能な都市を実現する手段の一つとして「コンパクトシティ」というコンセプトはわかり

やすいからだろう。ただ、「コンパクトシティ」は、単なる形態上の都市モデルではない。重要なのは、なぜコンパクトでな

ければいけないかということである。それは、小さいながらも、都市のもつすべての要件が満たされているところにある。

そこに生活し働く市民の欲求に応えられる都市。歩ける距離、あるいはせいぜい自転車やコミュニティバスといったスモー

ル・モビリティで移動できる範囲にすべてのサービス機育旨がそろつていること、それが「コンパクトシティ」である。「コンパク

トシティ」を実現させるための基礎には、こうしたモビリティ機能の多様化と向上が重要なのだ。

その実像よりも言葉の方が独り歩きしている感のある「コンパクトシティ」について、「マルチプル/モビリティ」、つまリモビリ

ティの多様性に焦点をあて、具体像を探つていきたい。

phOtO:小池晃「JR大阪駅から梅田方面へ。通勤に急ぐ人 を々自転車で追い越し、走る」(関連記事:綴じ込みMap)


